第46回北海道高等学校秋季テニス大会旭川支部予選開催要項
主催　　北海道高等学校体育連盟旭川支部テニス専門部　旭川テニス協会ジュニア部
後援　　旭川市　旭川市教育委員会　
主管　　旭川地区高等学校テニス普及実行委員会
１　期　日　令和７年８月３０日(土)　7:30～8:30　　　 公式練習
   　　　　　　　　  　　　　　　  　8:30        　 引率者打合せ　打合せ終了後、審判講習会

                                       　9:00 　　　　　 競技開始（団体戦・個人戦ダブルス）
                         ８月３１日(日) 　9:00　　      　競技開始（団体戦・個人戦ダブルス・シングルス）
                         ９月　６日(土) 　9:00　　       団体表彰・競技開始（個人戦シングルス）
                         ９月　７日(日) 　9:00           個人戦ダブルス表彰・競技開始（個人戦シングルス）
                                               　                競技終了後表彰式
２　会　場　　旭川市忠和テニスコート（アクリルコート12面、天候によっては男女ともにクレーコート8面を使用することもある）
℡０１６６－６２－０６０６
３　種　目　　（１）男子　　団体戦・個人戦（ダブルス・シングルス）
　　　　　　　（２）女子　　団体戦・個人戦（ダブルス・シングルス）
４　競技規則　国際テニス連盟規則に準ずる。ただし、道高体連テニス専門部で定めるローカルルールを採用する。
５　参加資格　（１）北海道高等学校体育連盟加盟の高等学校生徒であること。
　　　　　　　（２）北海道テニス協会、または旭川テニス協会登録校の選手であること。
（３）高体連主催大会参加者災害補償制度に加入した者、または、加入の意思のある者。
（４）平成19年4月2日以降に生まれた者で、当該校の1・2年に在学中の者。
（５）来春に統合する高校間での合同チーム編成（※１）を、事前の申請を行うことで今大会の参加を認める。ただし、全国高等学校選抜テニス大会に推薦することはできない。
６　引率責任者（１）引率責任者は校長の認める当該校の教員とする。監督は学校長が認めた教職員とする。監督・引率
責任者は参加生徒すべての行動について責任を負う。
※１に関して、引率責任者は各校からそれぞれ１名、監督は両校を代表して１名とする。
（２）監督・コーチは校長から委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則第78条の２に示された
者）も可とする。ただし、北海道高体連会長に事前に届け出ること。
（３）監督・コーチが外部指導者の場合は、傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保険など）に必ず加入す
ることを条件とする。

７　チームの編成・参加数
　　　　（１）団体戦の編成
①　編成は、監督（2名以内）・団体戦の選手登録の基本は、選手7名以上9名までとするが、部員が7名に満たない場合は4名以上で別途定める細則に則した不戦敗規定を条件に参加を認める。団体戦の登録は旭川支部テニス専門部シングルスランキング順に沿った実力順とし、この順位を変更してはならない。
②　登録はシングルスの実力順で申込み、旭川支部ランキング順位(北北海道ジュニアテニス大会の結果まで)を変更してはならない。
（２）個人戦の参加本数
　　　各学校男女ともシングルス４本、ダブルス４組とする。
　　（３）秋季全道大会団体戦参加数
秋季全道大会の参加予定数は下記のとおり。
【団体戦】→　過去３年間の支部大会出場本数に応じて算出。

・男子３校　　女子４校
　　　　　　　　　　　　　　※ただし、男女とも補欠校を1校決める。男子は4位校、女子は準々決勝で敗退した4校のうち参加申込書に記載されたポイントがもっとも高い学校とする。
８　競技方法　（１）初回戦に敗退して試合ができなかったＤ２・Ｓ３の選手に対しては特別何も行わないが、試合の進行状況等を考慮し、コート開放などを行うこともある。（ただし、試合のなかった選手に強制的に試合をさせるものではない）
　　　　　　　（２）団体戦はシングルス№1、ダブルス№1、シングルス№2、ダブルス№2、シングルス№3の順序で行
う。　　　　※ 一試合の中でシングルスとダブルスに重複して出場することはできない。
（３）初回戦の審判はシードを原則とし、他は敗者審判とする。
　　　　　　　（４）団体戦のベンチコーチ（監督・選手）は1コート1名,監督はコート数に関わらず1名までとする。
（５）試合は全て1セットマッチとし、各試合6ゲームズオール後ＩＴＦ方式タイブレークを採用する。
　　　　　　　（６）使用球は男女ともウイルソン・USオープン・エクストラ･デューティーとする。
各校最大で「団体戦5球、個人戦S4級　個人戦D4級　合計13球」を受け付け時に提出ください。
　　　　　　　　　　団体戦は7名以下のチームも5球提出願います。また、1缶4球入りのため4の倍数で未開缶のままお
もちください。余った分は大会後に返却します。
　　　　　　　（７）すべての試合をノーレットルールで行う。

９　申込方法　（１）顧問は、参加申込用紙を8月8日（金）以降、以下の高体連旭川支部テニス専門部ホームページ
（https://yantomo1981.wixsite.com/mysite）からダウンロードし、参加申込書に必要事項を記入し、8月11日（月）17:00までに、岸本　（448000@hokkaido-c.ed.jp）にメールで送付すること。なお、職印の入った正式の申込書は、8月30日（土）の顧問連絡会議の受付時に提出すること。
（２）登録順位については、「7-（１）-②」を参照すること。
　　　　　　　（３）大会参加料（団体戦はⅠ部１校3500円、個人戦シングルスは一人600円，ダブルス

一組600円）は、以下の要領で、銀行で振り込んでください。
顧問会議当日は受け付けません。
１０　選手変更【選手変更・欠場】
（１）団体戦においては、大会初日の顧問会議までであれば選手変更・抹消ができる。選手変更の必要が生じた場合は、速やかに各支部の専門委員長へ連絡し、許可を得ること。欠場の理由が回復した場合でも、選手変更をした大会期間中は当該選手を再登録することができない。※今大会を勝ち進み、次の大会（全道大会）に進出した場合は当該選手を再登録することができる。
（２）顧問会議以降の選手変更は一切受け付けない。
【団体戦の選手変更における注意事項】
（1） 選手変更・欠場を申し出る場合は、学校長の承認を必要とする。
※選手変更・欠場申請書は、道専門部のホームページよりダウンロードした登録選手変更願を使用すること。また、急な場合は後日申請書を出してもよい。
※上位大会に進出し、再登録する場合も学校長の承認を必要とする。
（２）選手変更で新しく登録する選手は専門部に確認をした登録順位とする。
（３）再登録する場合、対象選手は抜けたときに入れ替えた選手とし、再登録の際の登録順位は参加申し込み時の登録順位に戻さなければならない。
【団体戦登録選手の抹消】
（1） 登録選手を抹消した場合、抹消した選手の登録部分は空欄とする。
（2） 登録選手を抹消した場合、再登録できない。

９　申込方法（１）顧問は、参加申込用紙を8月8日（金）以降、以下の高体連旭川支部テニス専門部ホームページ
（https://yantomo1981.wixsite.com/mysite）からダウンロードし、参加申込書に必要事項を記入し、8月11日（月）17:00までに、岸本　（448000@hokkaido-c.ed.jp）にメールで送付すること。なお、職印の入った正式の申込書は、8月30日（土）の顧問連絡会議の受付時に提出すること。
（２）登録順位については、「7-（１）-②」を参照すること。
（3） 大会参加料（団体戦はⅠ部１校3500円、個人戦シングルスは一人600円，ダブルス一組600円）は、以下の要領で、銀行で振り込んでください。

（4） 顧問会議当日は受け付けません。
	
	


　　　　　　　
10　組合せ　組合せ抽選は、8月22日（金）のテニス専門委員会で行う。（18:00　旭川永嶺高等学校）
11　表 彰 等　団体戦、個人戦とも３位（ベスト４）まで表彰する。　
12　そ の 他　（１）選手変更（登録抹消）は正当な理由のある場合に限り、学校長の文書で申し出ることができる。急な場合の申し出については、専門部で協議の上決定する。変更の届け出は、当該競技が開始する日の朝の引率者打合せまでとする。なお、団体戦の選手変更については以下の事項に留意する事。
ア）　選手変更を行なった場合には怪我等が回復した場合でも大会期間中は選手を復帰させ
る事はできない。ただし、次の大会（全道大会）に進出した場合には該当選手を再登録す
る事ができる。何らかの事情で選手変更ができず、出場する事ができなくなった選手が出
た場合、当該選手の登録順位は欠番となる。
1） 選手変更で抜けた選手の登録順位は下から詰め、新しく登録する選手を最下位の登録
順位とするが、新しく登録する選手に旭川支部ランキングがある場合、ランキングに
従って順位登録するものとする。
（２）監督は顧問２名以内の登録が可能だが、このうちベンチに入れるのは１名まで。ベンチコーチのプ
レー中のコーチングや移動、また、他のコートへの応援・コーチングは厳に慎むこと。
（３）試合の服装はテニスウェアとし、腰部に校名札を明示する。
（４）表彰式の服装はテニスウェアまたはチームウェアとする。
（５）ガットマークの使用は禁止する。
（６）審判は敗者審判を原則とする。また、6月の北海道大会で示された「審判ハンドブック」を選手及
び監督は熟読し、その通りに行うこととする。

（７）天候の状況により、止むを得ずコート（サーフェスを含む）を変更する場合がある。
（８）公式練習の割り当ては専門委員会で行い、後日HPを通して連絡をする。
（９）シードの決定について

①　団体戦　第5シードまで決定する。
　　　　 ②　個人戦　ランキング順に８シードまで決定する。
ランキングは旭川支部ランキング順位で決定する。
（10）北海道秋季テニス大会（１０月７日～１０日　帯広の森運動公園テニスコート）
（11）連絡事項等があれば電話（０１６６）４７－６００６　旭川永嶺高校　岸本　浩昭まで
